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滋賀県教育委員会事務局高校教育課 令和６年９月

令和６年８月６日（火）に県総合教育センターで第２回・第３回英語エッセンシャル研修を実施しまし
た。午前中は敬愛大学英語教育開発センター長・国際学部国際学科教授 向後秀明先生より「言語活動を
通した英語力向上を目指す指導方法-授業改善のための視点と指導の実際-」について、午後は筑波大学人
文社会系大学院グローバルコミュニケーション教育センター教授 小泉利恵 先生より「高校におけるパ
フォーマンステストでの考慮事項」、関西大学外国語学部外国語学科助教 常本亜希先生より「聞き手に
わかりやすい音声の指導と評価」について、それぞれ講演を行っていただきました。

▶ 第２回英語エッセンシャル研修（講師：敬愛大学 向後 秀明 教授）

【高等学校】第２・３回英語エッセンシャル研修の報告

受講者の感想

・分かりやすい授業の落とし穴
→「英語についての学習」に陥り、英語そのものに触れたり、実際の場面で英語を使用したりする時間が減少

・言語活動でつなぐ小中高連携
→学習指導要領「解説」の「付録」にヒントあり

・やる意味のある指導計画の作成と言語活動の実際
→単元計画に含めるべき要素は「学習到達目標・単元の目標・単元の評価規準・言語活動・評価」

・「話すこと［やり取り］」の言語活動を幅広に考える
→即効性＋言語形式の要素を含んだスピーキング活動を
→書く活動の前に話す活動を

・普段自校でしている観点別評価と今回研修にあったものに違いがあり、修正しなければいけない箇所がいくつか見つ
かった。また、具体的な実践例をたくさん紹介してくださり、これからの授業で大変実践しやすいと思った。

・英語教育の幅広い分野について、本当に知りたいことが知れた充実した研修だった。今後の実践に生かしていけるよう、
夏休み中に案を考えていきたい。

・今後の授業改善をイメージできる具体的な活動を紹介していただき、とても勉強になった。
・とても実のある研修であった。学びの多い研修であった。たくさんの活動を教えていただいたので、自分の学校の生徒
のレベルに合わせて、積極的に言語活動を行っていきたい。

学習指導要領を踏まえた言語活動の実践や評価について （向後先生作成資料より）
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▶ 第３回英語エッセンシャル研修（講師：筑波大学 小泉 利恵 教授）

（講師：関西大学 常本 亜希 助教）

受講者の感想

次回の研修
〇第４回英語教育エッセンシャル研修
日 程：令和６年９月13 日（金）13:30-15:30
内 容：言語活動を通した英語力向上を目指す指導方法②
講 演 者：岐阜大学教育学部英語教育講座 巽 徹 教授
開催方法：オンライン開催

・生徒の書く・話す力をバランスよく評価することができる。
・テストで測ることで生徒に書く・話す力の重要性を伝えら
れる。

・授業者が英語力を総合的にバランスよく知ることができる。
その評価結果をもとに指導の改善ができる。

パフォーマンステストを行うべき理由

話す力を高めるためのテスト ７原則

１）継続的に評価を行う。
２）タスク形式や個々のタスクは、指導目標と指導内容と

一致させる。
３）ルーブリックは、測りたい力を明記し、事前に示す。
４）自己評価と相互評価を奨励する。
５）結果の返却時には、可能な範囲で、具体的で詳細な

フィードバックを行う。
６）結果は採点者によって大きく変わらないようにする。
７）テスト運用は実行可能性が高いものにする。

受講者の感想

・パフォーマンステスト実施にあたっての評価の仕方や
実施方法など詳しく教えて頂き、今後、すぐにでも実践
できるヒントをたくさんいただくことができた。

・ルーブリックの作成と生徒への共有等を行っているが、
生徒たちの意識をそこに向けることが十分にできていな
いように感じる。今後は生徒たちが分かりやすく取り組
みやすいルーブリックの作成にも取り組んでいきたい。

・発音の指導についても曖昧にしていた所があったので、本研修で明確になって良かった。
・音声学は大学で専攻していたこともあり、大変共感できる内容であった。現状としてパフォーマンステスト
を実施する際に音声面の指導や評価を行えていない。現状を改善するための教育的示唆を得ることができ、
大変興味深く講義を拝聴できた。

・普段あまり生徒に指導できていない発音指導において重要な点についてお話をいただいた。特に子音の発音
を重視して指導することや、プロソディーにも着目して指導していきたいと思った。

【指導面】
・理解しやすい音声：聞き手にとって理解するのに負担が少ない音声
・理解しやすさに重要な要素：

１）発音（音素、プロソディ）
２）発音以外（語彙、文法、談話構造、非言語情報など）

・発音指導：機能負担量の大きい音、語・文強勢、区切り等に焦点を
あて指導すると、理解しやすさの向上につながる

【評価面】
・理解しやすさの評価：指導した項目に関わるものをルーブリックを

用いて評価する

普段のパフォーマンス活動・評価の充実につなげる

「聞き手にわかりやすい音声」の指導と評価


